
鳥取大学大学院工学研究科博士後期課程 

工学エキスパート養成プログラム 

 

プログラム名称 工学エキスパート養成プログラム（学修証明プログラム） 

目的 SDGs、Society 5.0、人生 100年時代、グローバル化、地方創生など、社会は大きな転機を迎えて

いる。次の社会の構築には工学技術の貢献が期待されており、その技術を活用して課題を解決し、

新たな価値の創出を担う人材が求められている。具体的には、「高度に専門的な工学の知識と異分

野にまたがる豊かな知識を有するとともに、データサイエンスの素養を備えた人材」「技術と科学

ならびにこれらを活用するための知識に基づいて、学術を探求しつつ課題の解決ならびに新たな

価値を創造できる人材」「課題を発見し、それを解決するためのプロジェクトを構想するとともに、

それを推進するための実践、協働、マネジメント力を有した人材」が必要とされている。このプ

ログラムは博士後期課程の（社会人）学生を対象とし、自身の研究計画に沿ってこれらの３つの

要素を学び、工学技術による社会の構築を先導するための能力を養うことを目的とする。 

総単位数 ４単位以上（データサイエンス科目１単位以上、実践科目１単位以上※、専門科目２単位以上） 

※実践科目は、工学実践ワークショップ、工学実践プロジェクト、学外連携実習から１単位以上 

履修資格 令和４年度以降に鳥取大学大学院工学研究科博士後期課程に入学した者 

定員 定めない 

内容 「高度に専門的な工学の知識と異分野にまたがる豊かな知識を有するとともに、データサイエン

スの素養を備えた人材」の育成にはデータサイエンス科目ならびに専門科目、「技術と科学ならび

にこれらを活用するための知識に基づいて、学術を探求しつつ課題の解決ならびに新たな価値を

創造できる人材」の育成には実践科目ならびに専門科目、「課題を発見し、それを解決するための

プロジェクトを構想するとともに、それを推進するための実践、協働、マネジメント力を有した

人材」の育成には実践科目の修得が必要であり、とりわけ工学実践ワークショップもしくは工学

実践プロジェクトという対話・参加型の知識・経験が不可欠である。 

以上により、学生自身の研究計画に基づいた主指導教員の履修指導を受けつつ、下記「修了要件」

を満たす。 

授業の方法 授業科目シラバスを参照 

修了要件 以下の要件を満たす場合に学修証明プログラムを修了したことを認定し学修証明書を交付する。 

・データサイエンス科目から１単位以上を修得すること。 

・実践科目のうち、工学実践ワークショップ、工学実践プロジェクト、学外連携実習から１単位

以上を修得すること。 

・専門科目から２単位以上を修得すること。 

その他 学修証明書の交付希望者は、工学部教務係に問い合わせください。 

問い合わせ先 鳥取大学工学部教務係 

〒680-8552 鳥取県鳥取市湖山町南４丁目１０１番地 

TEL：0857-31-5186 

E-mail：en-kyoumu@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

 


